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1. 平成31年3月期第2四半期の業績（平成30年4月1日～平成30年9月30日）

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

31年3月期第2四半期 1,545 △11.5 28 △11.2 △9 ― △8 ―

30年3月期第2四半期 1,746 △3.0 31 336.9 △13 ― △15 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

31年3月期第2四半期 △6.90 ―

30年3月期第2四半期 △12.72 ―

（注）当社は、平成29年10月1日付で普通株式10株につき1株の割合で株式併合を行っております。前事業年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定して、
「1株当たり四半期純利益」を算定しております。

(2) 財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

31年3月期第2四半期 10,149 3,195 31.5 2,557.52

30年3月期 9,930 3,211 32.3 2,570.26

（参考）自己資本 31年3月期第2四半期 3,195百万円 30年3月期 3,211百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

30年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00

31年3月期 ― 0.00

31年3月期（予想） ― 0.00 0.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成31年 3月期の業績予想（平成30年 4月 1日～平成31年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 3,600 2.6 300 709.9 140 ― 80 ― 64.02

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 31年3月期2Q 1,374,101 株 30年3月期 1,374,101 株

② 期末自己株式数 31年3月期2Q 124,580 株 30年3月期 124,580 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 31年3月期2Q 1,249,521 株 30年3月期2Q 1,249,616 株

（注）当社は、平成29年10月1日付で普通株式10株につき1株の割合で株式併合を行っております。前事業年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定
して、「期中平均株式数」を算定しております。

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する主旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び
業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料P.3「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明」
をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当社は、「我々はメモリアル事業を通じ、常に顧客のニーズに基づく良い商品とサービスをより安く提供すること

によって社会に貢献し、業界一の企業とならむことを期す。」を社是に、消費者に寄り添ったサービスの向上に取り

組んでおります。

当社が属するメモリアル産業は、高齢者が増加傾向にあるにもかかわらず、霊園事業においては、埋葬の選択肢の

多様化に伴い、比較的高価格となる墓地墓石の購入層は年々減少の一途にあります。一方、首都圏に永住される消費

者が所有する故郷のお墓を引っ越しする需要は、緩やかに増加しております。この流れに対応すべく当社は、様々な

お墓の形態を兼ね備えた霊園を開発すると共に、供養の全てを網羅し、価格においてもご満足いただける堂内陵墓事

業への拡充を図っております。 

葬祭事業においては、葬儀の小規模・地味化傾向が一層顕著となる中、インターネット媒体を中心に業者間の価格

競争は激化し、施行単価が下落するという厳しい環境下にあるものの、生花祭壇葬「愛彩花(あいさいか)」と共に、

家族葬を中心としたラステル葬が消費者から支持を受けており、施行件数は堅調に推移しました。 

この結果、当第２四半期累計期間の経営成績は、売上高15億４千５百万円（前年同四半期比11.5％減）、営業利益

２千８百万円（前年同四半期比11.2％減）、経常損失９百万円（前年同四半期経常損失１千３百万円）、四半期純損

失８百万円（前年同四半期純損失１千５百万円）となりました。

 

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

①霊園事業

屋外墓地につきましては、高齢化により成約件数は順調に増加しているものの、埋葬に対する価値観の変化や選択

肢の多様化に伴い、比較的高価格となる墓地墓石の購入層は年々減少の一途にあります。

それに対し、樹林墓や共有墓等の需要は急激に増加しており、施工単価の下落がより一層顕著化しております。

売上高は６億３千万円（前年同四半期比5.1％減）となりました。

 

②堂内陵墓事業

第六号「赤坂一ツ木陵苑(東京都港区)」並びに第七号「大須陵苑(名古屋市中区)」は、消費者の価値観を超える重

厚な施設と立地が好評を得ております。

しかしながら、近年、特に東京都内において、主に団塊の世代をターゲットとした納骨堂(自動搬送式納骨堂を含

む)の建設ラッシュがあり、短期的な供給過多の環境下にあります。それに応じた販売戦略の見直しを適宜行ったも

のの及ばず、計画を大幅に下回る結果となりました。

売上高は１億３千９百万円（前年同四半期比56.5％減）となりました。

 

③葬祭事業

死亡者数が年々増加傾向にある中、当社は終活セミナーや様々なイベントを開催し、潜在顧客を受注に繋げる取り

組みを積極的に行っております。 

会員制の生花祭壇葬「愛彩花」並びに家族葬・直葬施設を併設した独自のブランド「ラステル(ラストホテル)」

は、「小規模でありながらも心のこもった葬儀」を望む現代の消費者から好評を得ております。 

また、マスメディアにも多数取り上げられ認知度は確実に高まっており、施行件数は双方共堅調に推移しておりま

す。 

売上高は７億７千６百万円（前年同四半期比1.8％増）となりました。 
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（２）財政状態に関する説明 

①資産、負債、純資産の状況 

（資産）

当第２四半期会計期間末における流動資産は、前事業年度末に比べ、８千１百万円増加し、30億６千８百万円とな

りました。その主な要因は、現金及び預金１億１千９百万円の増加等によるものであります。

当第２四半期会計期間末における固定資産は、前事業年度末に比べ、１億３千６百万円増加し、70億８千万円とな

りました。その主な要因は、差入保証金３億４千６百万円の増加、霊園開発協力金１億６千万円の減少等によるもの

であります。

この結果、総資産は、101億４千９百万円となり、前事業年度末に比べ２億１千８百万円増加いたしました。 

 

（負債）

当第２四半期会計期間末における流動負債は、前事業年度末に比べ、６千万円減少し、29億３百万円となりまし

た。その主な要因は、１年内返済予定の長期借入金２億２千６百万円の増加、１年内償還予定の社債１億１千５百万

円及び短期借入金１億２百万円の減少等によるものであります。

当第２四半期会計期間末における固定負債は、前事業年度末に比べ、２億９千５百万円増加し、40億５千万円とな

りました。その主な要因は、長期借入金５億１千万円の増加、社債２億１千万円の減少等によるものであります。

この結果、負債合計は、69億５千３百万円となり、前事業年度末に比べ２億３千４百万円増加いたしました。 

 

（純資産）

当第２四半期会計期間末における純資産は、前事業年度末に比べ、１千５百万円減少し、31億９千５百万円となり

ました。その主な要因は、利益剰余金８百万円の減少等によるものであります。

この結果、自己資本比率は31.5％（前事業年度末は32.3％）となりました。

 

②キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。)は、前事業年度末に比べ５千５百万

円増加し、13億６千９百万円となりました。

当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果獲得した資金は、４千３百万円（前年同四半期比61.0％減）となりました。これは主に、営業収支

による獲得６千６百万円、利息の支払４千８百万円等によるものであります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は、２億８千４百万円（前年同四半期は１千８百万円の獲得）となりました。これは

主に、差入保証金の純増による支出３億６千５百万円、霊園開発協力金の回収による収入１億６千５百万円等による

ものであります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果獲得した資金は、２億９千７百万円（前年同四半期は１億１千７百万円の使用）となりました。こ

れは主に、長期借入金の純増による収入７億２千７百万円、社債の償還による支出３億２千５百万円等によるもので

あります。

 

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

業績予想につきましては、現時点、平成30年５月11日の「平成30年３月期 決算短信」で公表いたしました通期の

業績予想に変更はありません。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(平成30年３月31日) 
当第２四半期会計期間 
(平成30年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 2,197,843 2,317,712 

完成工事未収入金 27,776 33,522 

売掛金 187,695 159,630 

永代使用権 199,046 199,134 

未成工事支出金 227,811 223,717 

原材料及び貯蔵品 78,214 73,969 

その他 68,210 60,793 

貸倒引当金 △3 － 

流動資産合計 2,986,594 3,068,480 

固定資産    

有形固定資産    

建物（純額） 816,908 798,207 

土地 1,535,523 1,535,523 

その他（純額） 41,847 33,258 

有形固定資産合計 2,394,280 2,366,989 

無形固定資産 273,285 232,064 

投資その他の資産    

長期貸付金 93,594 90,035 

差入保証金 2,001,079 2,347,380 

長期未収入金 387,763 380,799 

霊園開発協力金 648,372 488,372 

その他 1,176,704 1,204,716 

貸倒引当金 △31,127 △29,780 

投資その他の資産合計 4,276,386 4,481,524 

固定資産合計 6,943,952 7,080,578 

資産合計 9,930,547 10,149,059 

負債の部    

流動負債    

買掛金 70,741 63,914 

短期借入金 119,600 17,501 

1年内返済予定の長期借入金 1,698,061 1,924,297 

1年内償還予定の社債 563,600 448,100 

未払法人税等 8,037 16,802 

賞与引当金 30,900 31,700 

その他 473,103 400,738 

流動負債合計 2,964,043 2,903,054 

固定負債    

社債 654,850 444,800 

長期借入金 2,509,017 3,019,634 

退職給付引当金 332,425 334,644 

役員退職慰労引当金 209,106 177,590 

その他 49,513 73,657 

固定負債合計 3,754,913 4,050,326 

負債合計 6,718,957 6,953,381 
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    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(平成30年３月31日) 
当第２四半期会計期間 
(平成30年９月30日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,306,842 1,306,842 

資本剰余金 958,082 958,082 

利益剰余金 1,112,596 1,103,969 

自己株式 △228,293 △228,293 

株主資本合計 3,149,227 3,140,600 

評価・換算差額等    

その他有価証券評価差額金 78,840 70,560 

繰延ヘッジ損益 △16,477 △15,483 

評価・換算差額等合計 62,362 55,076 

純資産合計 3,211,590 3,195,677 

負債純資産合計 9,930,547 10,149,059 
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（２）四半期損益計算書

（第２四半期累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期累計期間 
(自 平成29年４月１日 

 至 平成29年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成30年４月１日 
 至 平成30年９月30日) 

売上高 1,746,879 1,545,971 

売上原価 520,126 499,075 

売上総利益 1,226,753 1,046,895 

販売費及び一般管理費 1,195,202 1,018,867 

営業利益 31,550 28,027 

営業外収益    

受取利息 1,212 1,114 

受取配当金 5,943 5,943 

その他 14,372 14,028 

営業外収益合計 21,528 21,086 

営業外費用    

支払利息 58,651 48,851 

その他 8,155 9,285 

営業外費用合計 66,807 58,137 

経常損失（△） △13,728 △9,023 

特別利益    

固定資産売却益 324 － 

特別利益合計 324 － 

特別損失    

固定資産売却損 － 746 

固定資産除却損 267 734 

特別損失合計 267 1,480 

税引前四半期純損失（△） △13,670 △10,504 

法人税、住民税及び事業税 4,457 4,583 

法人税等調整額 △2,231 △6,461 

法人税等合計 2,225 △1,877 

四半期純損失（△） △15,896 △8,626 
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
前第２四半期累計期間 
(自 平成29年４月１日 

 至 平成29年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成30年４月１日 
 至 平成30年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

営業収入 1,829,382 1,552,769 

原材料又は商品の仕入れによる支出 △466,925 △441,535 

人件費の支出 △581,090 △553,733 

その他の営業支出 △617,864 △491,162 

小計 163,502 66,337 

利息及び配当金の受取額 6,000 5,998 

利息の支払額 △56,863 △48,925 

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △1,734 19,879 

営業活動によるキャッシュ・フロー 110,904 43,289 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の預入による支出 △79,019 △88,019 

定期預金の払戻による収入 22,000 24,000 

有形固定資産の取得による支出 △6,881 △4,069 

有形固定資産の売却による収入 650 1,851 

無形固定資産の取得による支出 △27,846 － 

貸付金の回収による収入 4,141 3,558 

霊園開発協力金の回収 27,800 165,529 

差入保証金の差入による支出 △94,527 △511,058 

差入保証金の回収による収入 195,370 145,412 

その他 △23,235 △21,924 

投資活動によるキャッシュ・フロー 18,452 △284,719 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入れによる収入 325,000 35,000 

短期借入金の返済による支出 △324,238 △137,099 

長期借入れによる収入 897,999 1,590,499 

長期借入金の返済による支出 △873,712 △863,146 

社債の発行による収入 293,396 － 

社債の償還による支出 △340,500 △325,574 

配当金の支払額 △93,286 △295 

その他 △2,040 △2,102 

財務活動によるキャッシュ・フロー △117,381 297,280 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 11,975 55,850 

現金及び現金同等物の期首残高 1,737,777 1,314,148 

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,749,753 1,369,998 
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（４）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用） 

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第１四半期会計期

間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示しております。 
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